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「
ハ
コ
も
の
」
建
設
は
一

考
す
べ
し

①
全
国
で
閉
館
す
る
ホ
ー
ル
も
多

い
。
今
さ
ら
１
０
０
０
余
席
の

ホ
ー
ル
が
必
要
な
の
か
。

②
民
族
歴
史
資
料
館
等
も
赤
字
続

き
で
閉
館
も
多
い
。
優
秀
で
熱
心

な
学
芸
員
一
人
の
方
が
価
値
が
あ

る
。

③
道
州
制
や
大
松
山
市
構
想
で
、

伊
予
市
が
何
十
年
も
続
か
な
い
。

必
要
最
小
限
の
市
役
所
に
す
べ

き
。

　
　
　

総
務
部
長

①
文
化
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
、
市
民

の
皆
様
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見

を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
現
在
の

と
こ
ろ
具
体
的
な
計
画
の
策
定
に

は
至
っ
て
い
な
い
。
今
後
、
専
門

性
を
要
す
る
施
設
な
の
で
、
庁
舎

等
建
設
検
討
委
員
会
及
び
専
門
家

や
関
係
者
を
交
え
て
、
規
模
や
機

能
等
に
つ
い
て
十
分
な
検
討
を
行

い
た
い
。

②
民
族
歴
史
資
料
館
は
、
図
書
館

機
能
に
合
わ
せ
た
形
で
計
画
し
て

お
り
、
具
体
的
な
規
模
、
内
容
等

は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

　

文
化
ホ
ー
ル
、
図
書
館
、
民
族

歴
史
資
料
館
は
市
民
の
文
化
の
振

興
を
図
っ
て
い
く
上
で
必
要
な
施

設
で
あ
り
、
順
次
計
画
を
実
行
に

移
し
た
い
。

③
庁
舎
建
設
の
計
画
に
つ
い
て

は
、
基
本
構
想
の
策
定
に
取
り
か

か
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。
規
模
に

つ
い
て
も
記
載
基
準
や
今
後
の
職

員
数
を
考
慮
し
、
過
大
な
施
設
規

模
と
な
ら
な
い
よ
う
十
分
な
検
討

を
行
い
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解

を
得
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

各
種
滞
納
金
の
一
掃
を
い

か
に
工
夫
し
て
い
る
か

①
「
払
え
な
い
」
と
「
払
わ
な
い

と
厳
し
く
判
断
し
、
払
わ
な
い
人

に
は
、法
的
手
段
も
検
討
し
て
は
。

②
学
校
給
食
費
の
滞
納
一
掃
に

は
、
教
師
の
負
担
を
減
ら
す
対
策

を
。

③
多
重
債
務
者
を
弁
護
士
会
に
紹

介
し
、
過
払
い
金
を
取
り
戻
し
、

滞
納
金
解
消
と
生
活
再
建
へ
。

④
ペ
イ
ジ
ー
シ
ス
テ
ム
の
導
入

を
。

⑤
全
庁
一
丸
の
集
金
体
制
を
。

　
　
　

中
村
市
長

⑤
課
の
単
位
を
超
え
て
横
断
的
に

全
庁
で
推
進
す
る
た
め
に
、今
後
、

連
絡
協
議
会
を
設
け
て
、
市
全
体

と
し
て
協
力
・
強
調
体
制
を
整
備

し
、
管
理
職
に
よ
る
訪
問
強
化
月

間
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

　
　
　

春
田
教
育
長

②
悪
質
な
未
納
者
に
対
し
て
、
大

洲
市
は
財
産
の
強
制
執
行
も
可
能

な
体
制
を
整
え
て
い
る
。
今
後
、

他
市
の
先
進
的
な
取
組
を
参
考
に

法
的
措
置
も
可
能
な
制
度
を
構
築

し
、
先
生
方
へ
負
担
が
少
な
く
な

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　

総
務
部
長

①
昨
年
度
は
41
件
の
差
押
え
を
実

施
し
て
い
る
。
債
権
に
は
い
ろ
い

ろ
な
種
類
が
あ
り
、
そ
の
種
類
に

よ
っ
て
徴
収
方
法
も
異
な
る
の

で
、
新
た
に
設
置
す
る
連
絡
調
整

会
議
に
お
い
て
、
全
庁
的
に
統
一

し
た
対
応
を
基
本
に
検
討
を
進
め

た
い
。

③
多
重
債
務
等
の
相
談
を
受
け
た

場
合
は
、
ケ
ー
ス
に
応
じ
日
本
司

法
支
援
セ
ン
タ
ー
い
わ
ゆ
る
法
テ

ラ
ス
ま
た
は
弁
護
士
会
等
へ
紹

介
、
取
次
ぎ
を
行
っ
て
い
る
。

　

過
払
い
債
権
の
差
押
え
に
つ
い

て
は
、
他
市
町
で
の
取
組
状
況
も

研
究
し
、今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

④
住
民
の
利
便
性
の
向
上
を
図

り
、
収
納
率
の
向
上
や
内
部
事
務

の
効
率
化
が
見
込
め
る
反
面
、
手

数
料
の
負
担
増
加
な
ど
、
公
平
性

に
関
し
て
解
決
す
べ
き
課
題
が
あ

る
。

　

制
度
導
入
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
大
幅
な
変
更
を

伴
う
こ
と
か
ら
、
費
用
対
効
果
も

含
め
た
検
討
も
必
要
で
あ
る
。

翠
小
等
の
小
規
模
校
の
今
後

①
小
規
模
特
認
校
に
指
定
し
、
校

区
制
の
弾
力
化
を
図
っ
て
は
。

②
特
に
翠
小
は
、
エ
コ
改
修
し
た

校
舎
を
「
売
り
」
に
、
市
外
か
ら

も
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
は
。

③
翠
小
を
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
と

し
て
活
用
す
る
た
め
、
放
課
後
等

に
図
書
館
を
地
域
住
民
に
開
放
し

て
は
ど
う
か
。

　
　
　

春
田
教
育
長

①
児
童
数
の
増
加
や
地
域
活
性
化

に
も
寄
与
す
る
非
常
に
有
効
な
施

策
で
あ
り
、
早
急
に
学
校
及
び
地

元
と
協
議
し
た
い
。

②
区
域
外
通
学
に
つ
い
て
は
、
他

市
町
と
の
相
互
理
解
と
連
携
が
必

要
で
あ
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を

活
用
し
て
、
翠
小
学
校
は
も
と
よ

り
伊
予
市
の
魅
力
あ
る
情
報
を
全

国
へ
発
信
す
る
な
ど
啓
発
活
動
に

力
を
入
れ
、
転
入
学
の
希
望
が
あ

れ
ば
積
極
的
な
受
け
入
れ
を
検
討

し
た
い
。

③
図
書
館
な
ど
を
開
放
す
る
場

合
、
職
員
の
配
置
や
警
備
の
問
題

が
あ
る
。
し
か
し
、
翠
小
学
校
で

は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ゾ
ー
ン
と
し

て
校
舎
内
に
地
域
と
の
交
流
の
場

を
設
け
て
い
る
の
で
、
積
極
的
な

活
用
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

・
地
デ
ジ
化
の
問
題
点

・
合
併
浄
化
槽
の
今
後

水
田　

恒
二　

議
員

問答

エコ改修なった翠小学校

そ
の
他
の
質
問
事
項

問

答答答

問

答


